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鍼灸マッサージ科 1 期生　
川岸 直生さん
　卒業後、治療院に勤務。
昨年リオデジャネイロオ
リンピック女子 200m 平
泳ぎで、日本にとって 24
年ぶりの金メダルを獲得
し た 金 藤 理 絵 さ ん の ト
レーナーとしても活動さ
れていました。

・仕事のやりがいについて
　卒業してまず接骨院に勤めました。呉竹で経絡治療など武器
になるものを身に付けて卒業できたのは大きかったと思います。
習熟することは難しいかも知れませんが、普通なら学べないよ
うなことも実践できる環境があるというのはやはりこの学校の
強みかと思います。
　やりがいというか、精神的に疲れが溜まってきた時に「先生
良くなりました」と言ってもらえる瞬間はやって良かったと感
じますし、自分もさらに頑張らなくてはという気持ちが湧いて
きます。
・トレーナーとしての活動はいつから始められたのですか？
　最初に就職した治療院でやらせて下さいとお願いして、実際
にスポーツ選手のケアなども取り入れてもらったのですが、下
地として実は呉竹に通っている頃から母校である東海大学で選
手のトレーニングケアのボランティアをしていました。そうい
う縁もあって資格修得後にも大会などがあれば母校のお手伝い
をしていたのですが、2013 年の日本選手権でたまたま金藤理絵
選手をみることになりまして、そこで理絵が優勝したことから
彼女のトレーナーとしての付き合いも始まりました。
　その後は治療院に来てもらったり、一緒にトレーニングをし
たり。そうこうしているうちに 2016 年のオリンピック出場が
決まって、メンタル面のサポートや、スタッフとしてアメリカ
まで行ったりもしました。
・トレーナーとして気をつけていることは何ですか？

　自分が触って感じるものと選手が感じているものは違うので、
まず話を聞きます。そこから次の練習に間に合うようにケアを
する。ストレッチなどもするし学校で得た知識も使う。何が必
要で何がいらないなどは僕の中ではあまり決めていなくて、必
要なものを判断して使っていきます。
　僕がイメージとして思っているのは、この仕事は誰かを影で
支えていくものだということです。結果が出るのは選手やコー
チが努力しているからで、僕たちが前に出る必要は無い。それ
は治療においても同じで、患者さんの元々持っている回復力に
僕らが方向付けをしてあげて、あとは患者さんが自分の力で治
すんです。
　治すのは患者さんだし、結果を出すのは選手だし、僕らはそ
れをお手伝いできればいいのかなと。それで選手なら感動を、
患者さんなら良くなったという嬉しさを分けて貰えばいいし、
そう言うことがやりがいに繋がっていきます。
・今後の目標は
　現在は独立なども考えて様々な準備をしています。
　卒業した頃はそこまで考えていなかったけど、この業界がど
うなっていくかは誰にも分からないですよね。いつか放り出さ
れたその時に準備を始めるよりも、苦しいこともあるかも知れ
ないけど今取り組み始めた方がいいと思うんです。十年後の自
分を考えた時に、結果としてどうあれそうやって歩く十年の方
が、これからに繋がるんじゃないかと。
　もちろん開業が目標ではなくて、十年後も二十年後も自分が
現役でやっていきたいので、トレーナーとしても施術者として
も続けられる形を目指したいし、今の患
者さんとの繋がりも大事にしていきたい
ですね。
・後輩に対して一言
　僕も何かの本で読んだのですが、満足す
るなというのは大事だと思います。
　例えば患者さんとかお客様に対しても、
ありがとうと言われてそれで満足して終わ
りではなく、もっと良い結果を出せるように
頑張る気持ちを持つということですね。
　こういう職業を選んだ時点で自分の道を歩
き始めているので、足を止めて欲しくないし、
現状維持ではなくもっと上を目指して欲しいと思います。

OB 訪問①

鍼灸科Ⅱ部 3 期生　
小林絵梨子さん
elliy 鍼灸治療代表

・職場の特徴
　日本橋のオフィス街にある女性専用の完全予約
制の治療院で、30 代～ 60 代中心の女性が仕事帰
りにリラックスやお肌のケア、健康や美容、不定
愁訴の治療やケアを気軽にできる場所を作りたい
と思い 2015 年からオープンいたしました。
・仕事の内容
　人形町にあるエステサロンや、中央区近郊のオ
フィスや、お住まいの患者様に出張治療を行って
おります。日本橋の治療院はベット２台までおけ
ますが、基本１台で一人でマイペースに治療を
行っています。オフィス街という場所柄、平日の
夜が忙しいです。
　エステティック協会にてエステティシャンを指
導する立場である上級エステの資格も持っている
ので、エステ教室を介護や医療従事者向けに行う
こともあります。
・この仕事を目指したきっかけ
　10 年間銀座や原宿で会社員の経験があり、東
京で働く女性が喜ぶことがしたいと思っていまし
た。転職のきっかけは、父の癌の再発から、健康
の大切さを実感し、医療の勉強をしたいと考えた
からでした。呉竹医療専門学校で学んでいく中で、
医学の知識とともに、医療人としての在り方も学
ばせていただき、毎日の生活でのケアが基本であ
り、鍼灸によるケアが女性の健康維持の一助にな
ればと考えています。

・やりがいなど
　患者さんが望む治療効果が出ると私への信用
がついてくるので、頼っていただける症状や人
間関係が広がっていくので嬉しく思います。患
者さんの笑顔と、前向きな目標をもって患者さ
んとお話しできるときに、一生懸命治療してよ
かった、人生に関わることができてよかったと
感じます。
・将来の目標
　働く女性、育児している女性、更年期や老年
期の女性。
　様々なシーンで出てくる症状、メンタルヘル
スケアに東洋医学の利用価値を知ってもらい、
たくさんの方に役立ててもらいたいです。疲れ
たり、沈んだり、わけもなく悲しくなったり、
心の浮き沈みは体調が大きく関与しており、東
洋医学の力をかりてケアしていけば、心身とも
に健康でいられるので、女性が元気に活躍でき
る健康な社会や家庭の礎を作れるのでは考えて
います。そのために、私ができることは、ワー
クショップなどで東洋医学を体験してもらうこ
と、鍼灸院に来ない人にも東洋医学が良いもの
だとわかってもらえるように普及活動を行うこ
と、日々の臨床の発見や、先人の偉人の先生方々
の研究を引き継ぎ、勉強し、研究をおこなうこ
とを目標として、活動していきたいと考えてい
ます。

OB 訪問②

柔道整復科Ⅰ部 5 期生
松村　直さん
はっとり鍼灸接骨院勤務

・職場の特徴
　駅から近い為、会社帰りの方が来院されるこ
とが多い。学生（中学生・高校生）の患者様が
一番多い。そのため、慢性的なものより急性外
傷をみることが多いです。
・仕事の内容
　受付全般、院の雑用全般、手技療法（問診は
まだとっていません）
・この仕事を目指したきっかけ
　高校までずっとサッカーをやっていて、その
間にケガも多く接骨院によく通っていました。
そのとき先生の施術をみてこの職業に興味を持
ち、自分でもケガをしてきた人を治したいと思
いこの道に進みました。
・やりがいなど
　やりがいは施術した後に患者様から良くなっ
たと言ってもらえたときと、自分の仕事が増え
たことです。
　逆に自分の仕事の進み具合、以前とは違う生
活リズム、などには苦労しています。
・将来の目標
　目標は開業。どの年齢層の方でも対応できる
ように来院しやすいような接骨院を作りたいで
す。

発行所
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呉竹祭取材班が選ぶイチオシイベント！②
《Ⅰ部柔整科 3 年 2 組『お好み焼き KURE』》
内容：お好み焼き販売

☆スタッフからのコメント☆
　味には自信があります！お客さんが
美味しいと言ってくれたことがとって
も嬉しかったです。美味しいお好み焼
きをぜひ食べに来て下さい。
　老若男女様々なお客さんが見えられ
ますが、呉竹祭を楽しんで下さってい
る様子でした。

☆取材班の感想☆
　みんな笑顔で楽しそうにお好み焼き販売をしていました。和気藹々
としていて、イベントとしてとても良い雰囲気だと思いました。

呉竹祭取材班が選ぶイチオシイベント！①
　今回の呉竹祭で取材班が見つけたイチオシのイベントを、スタッフ
インタビューと共に紹介します！

《Ⅰ部鍼灸科 3 年『呉竹リサイクル堂』》
内容：リサイクルショップ

☆スタッフからのコメント☆
　クラス内で売るものを持ち寄ったの
ですが、思った以上に多彩な商品が
集まりました。価格も抑えめなのがア
ピールポイントです。飲食店と比べる
と静かなので、儲けの面ではやはり厳
しい気もします。

☆取材班の感想☆
　装飾がとても綺麗で目を惹かれました！人数の少ないクラスなので
すが、お互いにフォローして頑張っている様子が良かったと思います。

　《５階　白衣コンテスト》
☆取材班より☆
　どのクラスも白衣コンテストを楽しん
でいるのが伝わってきた。笑いあり感動
ありで、とても白熱しました。
　最後のサプライズは今まででも一番の
盛り上がりで、白衣コンテストの伝説に
残るものだったと思います。

《チャリティーあん摩マッサージ指圧＆
埼玉県鍼灸師会主催はり・きゅう無料体験コーナー》

☆取材班より☆
　チャリマはとても沢山の方が受けてい
て、全体的には年配の男性やカップル・
夫婦で受けられる方が多いように見えま
した。
　普段と違いベッドの上での施術ではな
いので、患者様がどう感じているのか、
改めて気になる部分でした。ただ、室内
が暗めでリラックスして受けられる雰囲
気作りがされていたので、気持ちよく受
けて頂けたのではないかと思います。
　鍼灸無料体験は師会の先生方が 1 対 1
での親身な対応をされているのが印象に
残りました。
　鍼灸の方を受けているのは女性が多く、
鍼灸に興味ある人はもちろんですが、初
めて鍼灸を受けた方もいたようで、そう
いった方も「不安があったが体験して良
かった」という高評価が多かったです。
　意外に余裕があったので、もっと沢山
の方が受けてくれると良いのにと思いま
した。
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【スポーツ大会報告】
　平成 28 年 5 月 31 日（火）に大宮体育館にて呉竹医
療専門学校第 7 回スポーツ大会を開催しました！
　今年もバスケットボールとソフトバレーボールのク
ラス対抗試合が行われ、白熱した試合が展開されまし
た。
　両科入り乱れての対抗戦の他、エキシビションマッ
チも開催され、大いに盛り上がる一日となりました。

【医学会報告】
　平成 28 年 10 月 21 日（金）呉竹鍼灸柔整専門学校

（横浜校）にて、第 28 回呉竹医学学術大会が開催され
た。平成元年に本学術大会が初開催されてから、28 年
の歴史を積み上げることとなった。特別講演、教育講
演、実技セッション、一般口演、症例報告会、分科会
の 6 部構成にて、延べ 50 演題の発表があった。これ
は東京都北区北とぴあで開催された 28 年度の東洋療
法学校協会主催の学術大会の演題を上回る数だった。
　呉竹医療専門学校より、本専科、柔道整復科に在籍
する過半数を超える 245 人の在校生が参加した。各学
術発表の聴講及び実技セッションの見学に有意義な時
間を過ごす事が出来た。上海研修で共にした横浜・東
京校の仲間との再会に睦み合えたりする機会を得られ
たという声を耳にした。普段の学校を離れた刺激が、
学生にとっても新鮮な体験だったものと感じられた。
本学会の学生研究を通じた知識の深掘りやプレゼン
テーションの工夫が、将来の臨床の現場に生かされる
下地となる様、今後も継続すべき重要なイベントであ
ると考え、更なる発展に教職員として参加したいと考
える。

（鍼灸科　西岡岳之）
【医学会プログラム】
【学術大会特別講演】
『健康長寿と自然からの恵み～神経・免疫系への作用～』

　山田 陽城 先生（東京薬科大学薬学部特任教授・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　北里大学名誉教授）

【教育講演】
『鍼メーカーの営業マンから見た鍼灸院の市場報告』

　石郷岡 信 先生（セイリン株式会社）

『治療の差別化を図る物理療法について
～接骨院・整骨院の現状と自費診療の必要性～』
　村山 大樹 先生（伊藤超短波株式会社）

【実技セッション】
『筋・関節コンディショニングの実際
　　　　　　　　　　　～ストレッチの臨床応用～』
　山下貴士先生（神奈川大学水泳部　非常勤講師）

『操体法による速効骨盤調整』
　金子徹先生（たまプラーザ鍼灸院　総院長）

『マタニティ鍼灸　～母と子をいたわりつなげる～』
　藤原亜季先生（天使のたまごグループ代表）

『熱可塑性キャスト材（プライント 100）を用いたシン
スプリントに対する装具療法～診察から後療法まで～』
　深澤　晃盛先生（野島整骨院　チーフ）

　一般口演、症例報告会、分科
会では卒業生や在校生等からの
発表もありました。 

平成 28 年度上海研修の流れ
1 日目　7 月 31 日　

8:45、成田空港第 2 ターミナル北集合。
中国東方航空 272 便に搭乗。
上海に到着後上海ディズニーランドの
周辺を散策。

2 日目　8 月 1 日　
本日より実習開始。
7:30 に大学と病院に向けて出発。解
剖はレクチャー後、皮膚剥離を始めた。
4:30 に大学出発。
6:00 から 7:30 まで歓迎会。

3 日目　8 月 2 日　
7：30 集合。
総合コースは岳陽病院へ。午前中は見
学実習。午後は推拿基礎実習。
解剖コースは大学に向かい、背部皮膚
剥離。それぞれ各部位を剖出した。
5:00 にホテル到着、その後市内観光。

4 日目　8 月３日　
7：30 集合。
総合コースは鍼灸基本実技の講義（中
国針・灸頭針・吸い玉）
解剖コースは上肢下肢の背面の筋学。
17:30 夕食後、18:45 から雑技団観劇。

5 日目　8 月 4 日　
8:00 大学着。
解剖コースは昨日の復習と腹部、胸部臓器。腹
部筋と鼠径部を剖出学習したのち、午前は腹部
臓器の剖出、午後は解説と胸部臓器の剖出、解
説。
夜は博物館見学

6 日目　8 月 5 日　
8:00 大学着。
実習最終日で解剖コースは関節、脳、脊髄。
総合コースも筋肉モデル・内臓モデル・骨格標
本などで学習していた。
昼食後に解剖経穴博物館見学。
すべてのカリキュラムを終了。
夜は送迎会。

7 日目　8 月 6 日　
空港 9:40 着
12:00 に出発、成田着 15:55

最後に、、、
　今回も引率の任務を仰せつかり大変ありがたい
ことでした。解剖実習はご献体ごとに状態が異な
るので大変な勉強と経験になります。学生とシェ
アした写真などを授業で用いて、解剖に対する理
解を深めて行けるようにいたします。また、国際
交流に貢献できるようさらなる努力をしてまいり
ます。今後共よろしくお願いします。

（鍼灸科科長補佐　坂本收司）

『上海研修をおえて』
鍼灸マッサージ科二年一組 新井　薫
鍼灸マッサージ科二年二組 千葉真琴

　今年度の上海研修は大宮校からは本科 2 年の私たち 2 人だけの参加でした。他校
の方たちと仲良くなれるか、研修内容についていけるかと不安と期待の入り混じっ
た参加となりました。後半の御献体を触らせていただきながらの解剖は、一年生の
時に習った解剖と経穴を織り交ぜて丁寧に教えて下さり、復習にも臨床での参考に
もなり大変勉強になりました。
　大学での講義と病院見学では、本場の技術と現状を知ることが出来て、これから
の方向性を考える大きなきっかけとなりました。鍼灸の奥深さを改めて感じ、まだ
スタートラインにもたっていないことを痛感しましたが、今回の貴重な体験を未来
に生かして益々頑張らなければと思う一週間となりました。研修に携わって下さっ
た先生方、スタッフの方々に感謝申し上げます。

第
二
十
八
回
上
海
中
医
薬
大
学
短
期
留
学
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【
鍼
灸
科
教
員
研
修
会  

報
告
】

　
平
成
二
十
八
年
度
八
月
二
日
～
三
日
に
大
阪

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
東
洋
療
法
学
校
協
会
第

四
十
回
教
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
本
校
か
ら

細
野
校
長
先
生
、
小
川
科
長
、
畠
山
科
長
補
佐
、

坂
本
辰
徳
先
生
、
川
畑
先
生
、
福
本
先
生
、
武

井
の
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
第
四
十
回
の
全
体
テ
ー
マ
は
「
あ
は
き
教
育

の
現
状
と
課
題
、
夢
、
未
来
！
」
と
し
て
、
あ

は
き
教
育
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
展
望
や
目
標

を
考
察
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
特
別
講
演
は
市
民
公
開
講
座
と
し

て
「
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
東
洋
医
学
の
役
割
」

を
テ
ー
マ
に
明
治
国
際
医
療
大
学
特
任
教
授
矢

野
忠
先
生
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
教
育
講
演
で
は
、「
学
生
を
ア

ク
テ
ィ
ブ
に
す
る
授
業 

―
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
を
授
業
に
反
映
さ
せ
る
― 

」
を
テ
ー
マ

に
、
学
生
の
学
修
力
向
上
の
一
つ
の
取
組
と
し

て
近
年
教
育
界
で
注
目
さ
れ
て
い
るA

ctive　

Learning

に
つ
い
て
、そ
の
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
で
あ
ら
れ
る
関
西
大
学
教
授　
三
浦
真

琴
先
生
に
専
門
学
校
に
お
け
る
教
授
学
習
活
動

の
あ
り
よ
う
を
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
両
日
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
勤
続
十
年
以
内
の
若
手
教
員
が
壇
上
に
あ

が
り
、
初
日
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ

で
は
「
ど
ん
な
医
療
人
を
育
て
る
の
か
！
？　

現
状
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
、
二
日
目
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
は
、「
あ
は
き
教
育

の
夢
、
そ
し
て
未
来
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
若
手

教
員
の
視
点
か
ら
専
門
学
校
の
未
来
像
や
教
育

の
あ
り
方
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
同
時
に
、

フ
ロ
ア
の
経
験
豊
富
な
先
生
方
か
ら
も
ご
発
言

が
あ
り
、
活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
壇
上
の
先
生
方
の
理
想
や
悩
み
は
私
も
共

感
で
き
る
点
も
多
く
、
ま
た
フ
ロ
ア
の
先
生
の

ご
意
見
は
大
変
勉
強
と
な
り
ま
し
た
。

　
超
高
齢
少
子
化
社
会
に
お
け
る
あ
は
き
教
育

の
あ
り
方
と
未
来
へ
の
責
任
を
深
く
考
え
ら
れ

る
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

（
鍼
灸
科
教
員　
武
井
良
之
）

【
平
成
二
十
八
年
度 

柔
道
整
復
科
教
員

研
修
会 in 

大
阪
】

　

私
た
ち
柔
道
整
復
科
教
員
は
、
八
月

二
十
二・二
十
三
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
大
阪
・

心
斎
橋
で
開
催
さ
れ
た
柔
道
整
復
学
校
協
会
主

催
の
教
員
研
修
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

第
四
回
公
開
講
座
開
催
報
告

　

去
る
一
月
二
十
二
日
に
呉
竹
会
主
催
平
成

二
十
八
年
度
第
四
回
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
は
「
柔
道
整
復
と
ス
ポ
ー
ツ
」
を
テ
ー

マ
に
日
々
の
接
骨
院
業
務
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
外

来
を
設
け
て
い
ま
す
藤
井
接
骨
院 

藤
井
英
之
先

生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
テ
ー
マ
の
枠
組
み
の
中

で
、
前
半
は
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
に
欠
か
せ

な
い
フ
ォ
ー
ム
と
重
心
の
関
係
を
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。
日
頃
何
気
な
い
姿
勢
に
も
重
心
が

あ
り
、
重
心
の
移
動
に
よ
っ
て
体
を
使
い
や
す

く
し
た
り
、
逆
に
使
い
に
く
く
し
た
り
と
実
際

に
体
を
動
か
し
体
験
す
る
こ
と
で
よ
り
分
か
り

や
す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
事
例
を
元
に
姿
勢
か
ら
考
え
ら
れ
る
疾

患
や
外
傷
な
ど
、
会
場
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

形
式
で
行
い
、
有
資
格
者
の
様
々
な
意
見
と
実

際
の
診
察
の
視
点
に
学
生
は
刺
激
を
受
け
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
後
半
は
下
肢
へ
の
テ
ー
ピ
ン
グ
ア
プ
ロ
ー
チ

と
し
て
足
に
悩
み
を
も
つ
学
生
に
立
位
・
歩
行

時
の
問
題
点
の
見
方
、
改
善
の
テ
ー
ピ
ン
グ
法

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
下
肢
か
ら
全

身
を
み
る
手
法
や
足
関
節
だ
け
で
な
く
距
腿
関

節
、
距
骨
下
関
節
な
ど
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
た
め
に
、
膨
大
な
知
識
と

思
考
能
力
、
そ
し
て
経
験
の
大
切
さ
を
改
め
て

実
感
致
し
ま
し
た
。

　
授
業
で
は
触
れ
る
事
が
難
し
い
医
療
現
場
の

実
際
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野

で
活
躍
し
た
い
と
希
望
し
つ
つ
も
目
標
が
定

ま
っ
て
い
な
い
学
生
に
と
っ
て
、
明
確
な
道
標

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　
学
生
達
の
可

能
性
を
広
げ
て

く
だ
さ
っ
た
藤

井
英
之
先
生

と
、
企
画
・
進

行
を
引
き
受
け

て
下
さ
っ
た
呉

竹
会
理
事 

城

内
成
一
先
生
に

深
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
柔
道
整
復
科
教
員　
荷
田
翼
）

が
担
え
る
可
能
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
私
も
学
生
達
と
深
く
学
ん
で
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

学
生
達
の
可
能
性
を
広
げ
て
く
だ
さ
っ
た
、

池
田
先
生
、
菊
地
先
生
と
企
画
・
進
行
を
引
き

受
け
て
下
さ
っ
た
呉
竹
会
理
事
山
岸
先
生
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。（

鍼
灸
科
教
員　
武
井
良
之
）

第
三
回
公
開
講
座
開
催
報
告

　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
四
日
に
呉
竹
医
療
専

門
学
校
平
成
二
十
八
年
度
第
二
回
公
開
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
昨
年
度
大
盛
況
だ
っ
た
竹
井
真
澄
先

生
に
再
度
お
越
し
い
た
だ
き
「
病
気
に
な
ら
な

い
体
づ
く
りPart2

」
と
し
て
ご
講
義
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
農
学
博
士
・
栄
養
学
博
士
の
竹
井
先
生
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
や
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
選

手
、
プ
ロ
野
球
選
手
等
数
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
選

手
に
栄
養
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
あ
の

フ
ラ
ン
ス
・
パ
ス
ツ
ー
ル
研
究
所
で
研
究
員
と

し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
生
の
お
話
を
聞
こ

う
と
、
会
場
は
七
十
名
以
上
の
卒
業
生
や
在
校

生
が
集
ま
り
、
座
席
を
補
充
す
る
ほ
ど
の
動
員

に
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
度
以
上
の
参
加
者
の
中
、
今
年
度
も
栄

養
学
の
観
点
か
ら
予
防
医
学
に
通
ず
る
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
人
の
生
活
に
は
独
自
の
食
文
化
が
あ

り
、
そ
れ
が
病
気
の
予
防
に
つ
な
が
っ
て
い
た

と
い
う
、
目
か
ら
ウ
ロ
コ
な
お
話
で
し
た
。
私

た
ち
が
知
っ
て
い
る
食
品
が
ヒ
ト
の
体
を
作
る

う
え
で
、
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が

最
善
か
、
ま
た
、
ど
の
組
み
合
わ
せ
が
好
ま
し

く
な
い
の
か
、
受
講
者
が
将
来
多
く
の
患
者
や

ア
ス
リ
ー
ト
に
生
活
指
導
を
行
う
際
に
有
効
な

情
報
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
、
今
回
と
貴
重
な
講
義
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
竹
井
先
生
は
も
ち
ろ
ん
、
企
画
か
ら
進

行
ま
で
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
呉

竹
会
理
事
、
城
内
先
生
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

（
鍼
灸
科
教
員　
武
井
良
之
）

【
平
成
二
十
八
年
度
公
開
講
座
】

　
呉
竹
会
主
催
呉
竹
医
療
専
門
学
校
公
開
講
座

を
、
平
成
二
十
八
年
度
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
公
開
講
座
は
四
名
の
先
生
を
お
招

き
し
て
計
四
回
の
講
座
を
開
講
し
、
三
日
間
で

百
七
十
四
名
の
卒
業
生
・
在
校
生
・
各
種
関
係

者
の
皆
様
に
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。

　
各
講
座
の
様
子
は
次
の
通
り
で
す
。

第
一
回
・
第
二
回
公
開
講
座
開
催
報
告

　
十
一
月
六
日
に
呉
竹
会
主
催
平
成
二
十
八
年

度
公
開
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
医
療
現
場
に
お
け
る
感
染
症
対
策

～H
IV

看
護
を
と
し
て
～
」
と
「
一
次
性
頭

痛
に
対
す
る
鍼
治
療
効
果
」
と
い
う
二
演
題
を

テ
ー
マ
に
授
業
で
は
触
れ
る
事
が
難
し
い
医
療

現
場
の
実
際
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
池
田
和
子
先
生
の
ご
講
義
で
は
国
内
随
一
の

感
染
症
研
究
や
医
療
を
施
さ
れ
て
い
る
国
立
開

発
研
究
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病

院
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ナ
ー
ス
の
見
地
か

ら
感
染
症
患
者
を
取
り
巻
く
偏
見
や
差
別
を
始

め
、
治
療
法
、
予
防
と
し
て
の
感
染
症
対
策
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
世
界
三
大

感
染
症
の
一
つ
で
あ
るA

ID
S

患
者
とH

IV

感
染
者
と
の
違
い
、
現
在
は
治
療
が
行
え
る
疾

病
で
あ
る
事
、
感
染
率
は0.3%

と
と
て
も
低

く
、
か
つ
感
染
経
路
は
明
確
で
あ
る
為
正
し
い

予
防
が
効
果
的
で
あ
る
と
い
う
事
を
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
私
達
が
普
段
か
ら
学
校
で
学

生
と
共
に
実
践
し
て
い
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
リ

コ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
は
非
常
に
有
効
で
あ
る
と

の
再
確
認
が
で
き
、
素
晴
ら
し
い
講
義
で
し
た
。

　
続
い
て
の
講
義
は
埼
玉
医
科
大
学
東
洋
医
学

科
専
任
教
員
で
お
ら
れ
る
菊
池
友
和
先
生
に
よ

る
「
一
次
性
頭
痛
に
対
す
る
鍼
治
療
効
果
」
の

お
話
し
で
し
た
。

　
授
業
と
し
て
学
生
に
伝
え
る
内
容
を
更
に
臨

床
の
現
場
に
則
し
た
内
容
に
深
め
て
い
た
だ

き
、
頭
痛
の
分
類
、
発
生
要
因
、
私
達
が
頭
痛

の
患
者
に
施
術
を
行
う
為
に
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
無
い
一
次
性
頭
痛
と
二
次
性
頭
痛
と
の

鑑
別
を
明
確
に
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
実

技
供
覧
に
は
参
加
し
た
学
生
た
ち
も
、
高
度
な

内
容
の
講
義
の
な
か
で
エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
鍼

灸
実
技
を
大
変
注
目
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

大
学
病
院
と
い
う
医
療
の
最
前
線
の
医
師
達
か

ら
求
め
ら
れ
て
い
る
鍼
灸
師
の
ス
キ
ル
を
示
し

て
下
さ
り
、
チ
ー
ム
医
療
の
一
環
と
し
て
鍼
灸

【
総
会
・
同
窓
会
開
催
報
告
】

　
平
成
二
十
八
年
四
月
十
七
日
（
日
）

に
、
本
校
十
階
に
て
第
四
回
呉
竹
会

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

　
総
会
で
は
理
事
に
よ
り
呉
竹
会
の

活
動
に
つ
い
て
事
業
報
告
、
決
算
報

告
な
ど
が
行
わ
れ
、
総
会
終
了
後
は

一
般
教
養
講
座
と
し
て
、
小
野 

敬
好

先
生
か
ら
「
伝
統
的
な
日
本
語
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
義
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
十
七
時
か
ら
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
大
宮
に
会
場
を
移
し
、
同
窓
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
初
め
て

の
ホ
テ
ル
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
直
前
に
参
加
さ
れ

る
方
な
ど
も
お
り
最
終
的
に
約
百
名

の
会
員
の
皆
様
が
集
ま
っ
て
旧
友
と

の
親
交
を
温
め
ま
し
た
。
二
時
間
と

い
う
短
い
時
間
な
が
ら
も
大
い
に
盛

り
上
が
り
を
見
せ
、
終
了
後
も
名
残

を
惜
し
ん
で
い
る
姿
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

次
回
の
総
会
・
同
窓
会
は
六
月

十
八
日
の
開
催
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
呉
竹
医
療
専
門
学
校
呉
竹
会
の

第
五
回
総
会
及
び
同
窓
会
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
別
途

お
送
り
致
し
ま
す
ご
案
内
、
ま
た

は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
申
込

み
内
容
を
ご
確
認
の
上
、
お
申
込

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
会
場
予
約
の
都
合
上
、

お
申
込
後
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場

合
は
、
お
早
め
に
ご
連
絡
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

開
催
日

平
成
二
十
九
年
六
月
十
八
日（
日
）　

【
呉
竹
会
総
会
】

会
場
：
呉
竹
医
療
専
門
学
校

【
同
窓
会
】（
会
費
制
）

会
場
：
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

第
五
回
総
会
・
同
窓
会
案
内
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鍼灸科Ⅱ部卒業　研修一年目　寺崎育子さん
●研修を始めたきっかけ
　ピラティスインストラクターとして働く中で運
動だけでなく、治療的アプローチをしたいと思い
鍼灸師を目指しました。
　資格を取った後、研修を始めたのは、授業でど
れだけ想定してもやはり想定でしかないので、臨
床の現場をしっかり学びたいと思ったからです。
ここはクリニックも併設されており、クリニック
との連携がとれるという方向性も惹かれました。

●研修を始めてみて
　現在まだ 1 年目ですが、やりがいを感じています。色々と学べま
すし、クリニックが近くにあるという安心感もあります。2 年目も
継続して続ける予定です。
　患者様１人ずつにじっくり取り組める環境なので、それぞれの疾
患に対してスタッフルームで本を読んで紐解く時間が貰えたり、そ
の場で先生にも聞けるので、しっかりとした対処が出来ます。
　まだ期間は短いですが、定期的に見させていただいている患者さ
んもいて、良くなった、楽になったと言って貰えると凄く嬉しいで
す。
　他の研修生もとても真剣に取り組んでいて、他の現場の話しを聞
くことも出来ます。情報交換できるというのも良いところです。
　研修の日は 9 時に開けて 9 時 40 分に患者さんを迎えて、19 時
45 分に終わります。先生や先輩方のご指導のおかげで辛いと思うこ
とはなく、充実した時間が過ごせています。貴重な時間なのでこの
時間は確保したいなと思っています。

●今後の目標
　ピラティスと鍼灸の両方を生かした形で開業するのが目標です。
　治療家としては患者さんが話してくれる様々なことにもっと応え
ていきたいと思いますが、そのためにもまずは、限られた時間の中
でポイントをおさえて施術等行えるようになりたいです。

鍼灸科Ⅰ部卒業　研修二年目　深井梓さん
●研修を始めたきっかけ
　以前働いていたときに身体に負担がかかることが多
く、手が腱鞘炎になり、その時鍼を受けて楽になった
経験から鍼灸師に興味を持ち、この学校に入学しまし
た。
　地元長野で開業したいという思いが強くある一方で
卒業した時点ではまだ不安もありました。運動器疾患
についてもっとしっかりと勉強したいと思っていたと
ころ、先生にも勧められて研修を始めました。

●研修を始めてみて
　実際二年間やってみて長野から通っていることもあり辛く感じること
もありましたが、多くの患者さんと接することができ、充実しておりま
す。しかし、思った以上に自分の力だけでは厳しくて、両親はもちろん
先生方に色々と助けて貰いながらここまで来たので、とても感謝してい
ます。
　他の場所でも研修をしているのですがここで今まで勉強してきたこと
が色々役に立っていて、分かることが増えてきたので患者さんに物怖じ
しなくなってきたというのも感じています。
　初めは運動器疾患だけでしたが、今は内科的疾患の患者さんを見るよ
うになり、大分幅も広がってきました。
　カルテ書きも初めは大変で 1 日 1 つという感じだったのですが、先
生に色々とポイントを教えて貰って今は大分早く書けるようになりまし
た。

●今後の目標
　目標は変わらず、いつか地元で開業したいです。

●コメント
　学校では国家試験を受けるための勉強をしますが、治療者としての勉
強ができるのが施術所です。先生ともフランクに話せるので分からない
事も聞けます。私は施術所で勉強することが出来て良かったと思ってい
ます。時間等で都合がつく方は少ないのかもしれないですが、やった分
だけ価値があると思います。
　施術所は衛生的で整理整頓されており、開業時や他の治療院に勤める
ときには大いに役立つと思います。

　
第
一
日
目
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
お
招
き

し
たD

r. H
al Tow

nsend

（
大
の

日
本
び
い
き
）
に
よ
る
講
演
「
柔
道
整

復
師
と
整
形
外
科
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
の

共
同
体
制
に
つ
い
て
：
ア
ス
リ
ー
ト
の

体
調
管
理
に
対
す
る
チ
ー
ム
医
療
と
、

整
形
外
科
医
の
展
望
」、
ま
た
本
校
の

細
野
昇
校
長
先
生
に
よ
る
「『
機
能
訓

練
指
導
員
養
成
テ
キ
ス
ト
』に
つ
い
て
」

や
、
大
阪
音
楽
大
学
・
藤
本
敦
夫
教
授

（
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
似
）
に
よ
る
「
学

生
分
析
に
基
づ
く
初
年
次
教
育
の
在
り

方
」
を
は
じ
め
と
す
る
分
科
会
を
。
続

く
二
日
目
に
は
武
庫
川
女
子
大
学
・
北

口
勝
也
教
授
に
よ
る
「
学
生
の
や
る
気

を
ひ
き
だ
す
行
動
心
理
学
」
と
、
朝
日

医
療
大
学
校
学
園
長
・
三
浦
孝
仁
先
生

の
「
柔
道
整
復
ブ
レ
イ
ン
の
生
い
立
ち

と
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
の
二
講
演

を
拝
聴
し
ま
し
た
。
初
日
、
関
東
に
接

近
し
て
き
た
季
節
は
ず
れ
の
台
風
九
号

に
背
中
を
押
さ
れ
よ
う
に
西
を
目
指
し

た
我
々
で
し
た
が
、
大
阪
滞
在
中
は
好

天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
会
場
の
近
く
に

は
欧
陽
菲
菲
（
オ
ー
ヤ
ン・フ
ィ
フ
ィ
）

の
歌
で
有
名
な
御
堂
筋
が
走
っ
て
い
ま

し
た
が
、
研
修
後
は
「
雨
の
御
堂
筋
」

な
ら
ぬ
「
晴
れ
の
御
堂
筋
」
を
皆
で
散

策
す
る
充
実
の
二
日
間
と
な
り
ま
し

た
。　（

柔
道
整
復
科
教
員　
奥
脇
栄
治
）

（
公
社
）
埼
玉
県
柔
道
整
復
師
会

柔
道
大
会
優
勝

　
五
月
二
十
九
日
（
日
）
に
深
谷
ビ
ッ

グ
タ
ー
ト
ル
で
、
第
三
十
九
回
公
益
社

団
法
人
埼
玉
県
柔
道
整
復
師
会
柔
道
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
男
子
は
柔
整
学
校
対
抗
試
合
（
団
体

戦
）
に
出
場
し
見
事
優
勝
！
四
連
覇
を

達
成
し
ま
し
た
！

　

女
子
は
個
人
戦
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
試
合
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優
勝　
Ⅰ
部
柔
道
整
復
科
一
年佐

藤
遥
菜

二
位　
Ⅰ
部
柔
道
整
復
科
二
年小

澤
敬
子

三
位　
Ⅰ
部
柔
道
整
復
科
三
年堀

内
未
来

　

男
女
と
も

に
最
高
の
結

果
を
得
ら
れ
、

今
後
へ
の
は

ず
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

休
日
に
も

か
か
わ
ら
ず

応
援
に
き
て

く
だ
さ
っ
た
卒
業
生
の
先
輩
方
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
い
た
ま
市
青
少
年
柔
道
選
手
権

北
部
地
区
大
会

　
七
月
二
十
四
日
（
日
）
さ
い
た
ま
市

大
宮
武
道
館
に
て
さ
い
た
ま
市
青
少
年

柔
道
選
手
権
北
部
地
区
大
会（
個
人
戦
）

が
開
催
さ
れ
、
呉
竹
道
場
よ
り
四
名
の

キ
ッ
ズ
と
学
生
達
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

小
学
四
年
生
の
部
で
石
蔵
結
士
く

ん
・
中
学
一
年
生
の
部
で
今
松
天
夢
く

ん
の
二
名
が
三
位
入
賞
！

　

学
生
か
ら
は

一
般
男
子
の
部

で
田
嶋
秀
嘉
さ

ん
（
鍼
灸
マ
ッ

サ
ー
ジ
科
二
年
）

が
三
位
、
一
般

女
子
の
部
で
佐

藤
遥
菜
さ
ん（
柔

道
整
復
科
一
年
）

が
優
勝
、
中
島
温
子
さ
ん
（
柔
道
整
復

科
三
年
）
が
二
位
入
賞
と
い
う
素
晴
ら

し
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

全
国
柔
道
整
復
学
校
協
会

柔
道
大
会
に
参
加
し
ま
し
た

　
八
月
十
七
日
（
水
）
に
東
京
武
道
館

に
て
第
四
十
九
回
（
公
社
）
全
国
柔
道

整
復
学
校
柔
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本

校
よ
り
男
子
七
名
・
女
子
五
名
の
学
生

が
参
加
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り

で
す
。

男
子
団
体
戦
３
部
予
選
リ
ー
グ１

勝
１
分

女
子
団
体
戦
２
部
予
選
リ
ー
グ１

勝
１
分

　
惜
し
く
も
予
選
リ
ー
グ
で
の
敗
退
と

な
り
ま
し
た
が
、
出
場
し
た
学
生
全
員

が
、
本
当
に
頑
張
り
ま
し
た
。

　
早
朝
よ
り
応
援
に
き
て
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ま
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
四
十
三
回
埼
玉
県
北
足
立
郡

青
少
年
柔
道
大
会

  

十
一
月
二
十
三
日
（
祝
）
埼
玉
県
立

武
道
館
に
て
「
第
四
十
三
回　

埼
玉

県
北
足
立
北
部
郡
市
青
少
年
柔
道
大
会

（
個
人
戦
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
柔
道
整
復
師
と
柔
道
連
盟
が
協
力
し

合
っ
て
切
磋
琢
磨
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
た
大
会
で
、
小
学
生
か
ら
成
人

ま
で
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
校
の
柔
道
整
復
科
よ
り
佐
藤
遥
菜

さ
ん
（
Ⅰ
部
一
年
）
が
出
場
し
、高
校・

一
般　
女
子
有
段
の
部
に
お
い
て
、
み

ご
と
優
勝
を
し
ま
し
た
。

平成 27年度卒業生進路状況（６月 10日時点）
就職者数　129 名　就職率（就職希望者に対する）90.2%
就職先（抜粋）
株式会社三喜堂、株式会社アールはっとりはりきゅう接骨院、
げんき堂整骨院、大和田整形外科、北本整形外科、有限会社アー
トライフ、やましろ接骨院・鍼灸院、株式会社ケッズトレーナー、
M2 トレーナーさとう治療院、銀座ハッチ、おひさま整骨院、く
まのみ整骨院、オレンジはりきゅう整骨院、他

附属施術所研修生近況報告
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鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
一
年

廣
井
寿
美

　
看
護
師

を
し
て
い

た
頃
、
薬

も
効
か
ず

苦
し
む
患

者
さ
ん
の

症
状
が
、

経
穴
刺
激

で
緩
和
し

た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
興
味
を
持
っ
た
私

は
、
働
き
な
が
ら
大
学
院
に
進
み
、

代
替
医
療
の
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
洋
医
学
を
も
っ
と
臨

床
現
場
で
生
か
せ
た
ら
、
と
い
う

思
い
が
高
ま
り
、
看
護
教
員
を
辞

め
て
こ
の
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

当
初
は
迷
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、

学
ぶ
ほ
ど
に
世
界
が
広
が
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
素
敵
な
仲

間
と
先
生
に
も
出
会
え
、
今
で
は

決
意
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　「
そ
の
人
ら
し
く
」
を
支
え
た

い
願
い
は
、
東
西
の
医
療
に
お
い

て
共
通
で
す
。
将
来
は
、
協
働
し

合
う
た
め
の
一
助
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

鍼
灸
科
Ⅰ
部
一
年

池
上
成
美

　
呉
竹
に

入
学
す
る

に
あ
た
り
、

地
元
が
長

野
の
た
め

親
元
を
離

れ
学
校
生

活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

新
し
い
環

境
で
不
安
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
親
身
に
な
っ
て
話
を
聞
い
て

く
れ
る
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
応
援
し

て
く
だ
さ
る
方
の
お
か
げ
で
毎
日

充
実
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

　
勉
強
は
覚
え
る
こ
と
が
多
く
大

変
で
す
が
、
新
し
い
事
を
学
ぶ
楽

し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る
親
や
友

人
、
親
切
に
教
え
て
く
だ
さ
る
先

生
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
国
家
試
験
合
格
、
ま
た
卒
業

後
の
事
を
考
え
て
日
々
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
一
年

柴
田
祐
次

　
入
学
し

て
半
年
が

経
ち
、
呉

竹
で
の
生

活
に
も
慣

れ
て
き
ま

し
た
。
東

洋
医
学
の

考
え
・
内

容
は
と
て

も
面
白
く
、
勉
強
が
好
き
で
は
な

い
私
が
興
味
を
持
っ
て
授
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
（
理
解
し
て
る

か
ど
う
か
は
別
で
す
が…

）。
卒

業
後
の
進
路
は
具
体
的
に
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
で
き
る
こ
と

に
対
し
て
精
一
杯
取
り
組
み
、
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
Ⅰ
部
二
年

森 

一
将

　
入
学
し

て
か
ら
五

年
の
月
日

が
経
ち
ま

し
た
。

　
柔
道
整

復
科
で
三

年
間
学
ん

だ
後
、
私

が
選
ん
だ

進
路
は
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
へ
の

再
入
学
で
し
た
。
五
年
経
っ
た
今

で
も
学
校
は
飽
き
る
こ
と
な
く
、

先
生
方
を
始
め
、
同
級
生
、
先
輩

方
や
後
輩
達
と
関
わ
り
な
が
ら
、

と
て
も
充
分
し
た
日
々
が
送
れ
て

い
ま
す
。
学
ぶ
程
奥
行
き
を
感
じ

る
勉
強
に
敗
北
感
を
覚
え
る
毎
日

で
す
が
、
持
ち
前
の
根
性
と
負
け

ず
嫌
い
を
生
か
し
向
き
合
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
国
家
試
験

合
格
を
目
指
し
、
残
り
一
年
も
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
と
共
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
Ⅰ
部
二
年

中
村
翔
子

　
呉
竹
に

入
学
し
て

か
ら
気
づ

い
た
ら
学

生
生
活
の

半
分
を
過

ぎ
て
い
ま

し
た
。
入

学
し
て
か

ら
毎
日
が

忙
し
く
、
思
い
返
し
て
み
る
と
充

実
し
て
い
る
日
々
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
現
在
、
過
去
よ
り

も
充
実
し
て
い
る
と
思
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
日
を
重
ね
る
ご
と
に

知
ら
な
い
事
を
知
り
、
学
び
た
い

事
が
増
え
、
自
分
の
勉
強
し
て
い

る
東
洋
医
学
と
い
う
も
の
が
本
当

に
不
思
議
な
も
の
だ
と
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
魅
力
と
い
う

も
の
を
感
じ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

残
り
の
学
生
生
活
は
も
っ
と
勉
強

に
積
極
的
に
な
り
、
国
家
試
験
を

受
か
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
自

分
の
尊
敬
す
る
先
生
に
近
づ
け
る

よ
う
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
学
生
の
立
場

か
ら
学
ぶ
と
い
う
事
を
楽
し
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
Ⅰ
部
二
年

中
村
　慶

　
呉
竹
に

入
学
し
て

一
年
半
が

過
ぎ
ま
し

た
。
個
性

的
な
ク
ラ

ス
メ
イ
ト

と
充
実
し

た
毎
日
を

送
っ
て
い

ま
す
。
授
業
内
容
で
は
応
用
的
な

も
の
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
学
べ

ば
学
ぶ
ほ
ど
鍼
灸
の
奥
深
さ
に
楽

し
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
残
り
の
半
分
の
学
生
生
活
の
中

で
、
知
識
、
技
術
と
も
に
で
き
る

限
り
身
に
つ
け
、
臨
床
で
の
足
が

か
り
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
一
緒
に
勉
強
し
て
き
た

仲
間
と
と
も
に
ク
ラ
ス
全
員
で
国

家
試
験
に
合
格
で
き
る
よ
う
日
々

努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

鍼
灸
科
Ⅱ
部
二
年

寺
島
侑
己

　
学
校
を

卒
業
す
る

時
に
は
二

十
四
歳
に

な
り
ま
す
。

　
僕
の
目

標
は
二
十

六
歳
ま
で

に
船
上
鍼

灸
師
と
し

て
海
外
で
活
躍
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
為
に
英
語
も
勉
強
中
で
す
。

国
試
に
受
か
る
の
は
当
然
な
こ
と

で
、
学
校
の
勉
強
を
特
に
難
し
い

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
思
う
と
勉
強
よ
り
、
人
間
的
な

部
分
で
成
長
で
き
ま
し
た
。
僕
の

大
切
な
人
と
色
々
な
経
験
が
沢
山

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
人
と
し
て

の
学
び
が
沢
山
あ
る
人
で
、
僕
は

そ
の
人
に
愛
情
、
人
を
許
す
こ
と
、

人
に
怒
り
や
憎
し
み
を
抱
か
な
い

こ
と
の
大
切
さ
、
人
と
し
て
の
在

り
方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

医
療
人
と
し
て
以
前
に
、
人
と
し

て
沢
山
魅
力
を
持
っ
た
、
自
分
の

目
標
に
ふ
さ
わ
し
い
人
間
に
な
れ

る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
成
長
し
ま

す
。

鍼
灸
科
Ⅰ
部
二
年

西
尾
咲
也
子

　
学
生
生

活
は
、
底

抜
け
に
明

る
い
ク
ラ

ス
メ
イ
ト

と
優
し
い

先
生
方
に

支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

二
年
生
の

後
期
か
ら
、
知
識
を
治
療
へ
つ
な

げ
る
授
業
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

教
え
て
頂
い
た
基
本
を
復
習
し
な

が
ら
、
実
践
的
な
事
も
身
に
着
け

て
い
き
た
い
で
す
。

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
Ⅰ
部
三
年

加
藤
真
二

　「 

微
差

は
大
差
な

り
」
と
い

う
言
葉
が

好
き
で
す
。

ラ
イ
バ
ル

に
勝
つ
た

め
の
心
構

え
を
表
す

言
葉
で

「
一
日
単
位
で
は
ラ
イ
バ
ル
と
の

差
は
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
全
力
で

努
力
す
れ
ば
、
数
年
後
に
は
大
き

な
差
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
意
味
で
す
。

　
自
分
は
「
過
去
の
私
」
を
常
に

ラ
イ
バ
ル
だ
と
意
識
し
て
い
ま
す

（
笑
）。
気
が
付
け
ば
国
試
ま
で
あ

と
四
ヶ
月
。
一
日
も
無
駄
に
は
で

き
ま
せ
ん
。
毎
日
努
力
を
怠
ら
ず
、

「
過
去
の
私
」
に
大
差
で
勝
利
で

き
る
よ
う
、
未
来
に
む
け
て
全
力

疾
走
で
頑
張
り
ま
す
。

柔
整
科
Ⅰ
部
三
年
　武
田
絋
輝

　
現
在
は
国
家
試
験
に
向
け
ク
ラ

ス
一
丸
と

な
り
、
全

員
が
合
格

す
る
よ
う

に
同
じ
方

向
を
向
い

て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

な
ん
と
か

報
わ
れ
る

よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
後
は

鍼
灸
科
に
進
み
、
臨
床
に
必
要
な

技
術
、
知
識
を
ど
ん
欲
に
学
び
、

心
も
身
体
も
診
ら
れ
る
治
療
家
に

な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

柔
整
科
Ⅰ
部
三
年
　吉
沢
純
汰

　
入
学
す

る
以
前
に

生
物
学
を

学
ん
だ
こ

と
が
な
く
、

人
体
に
関

す
る
知
識

は
何
も
知

り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
現
在
三
年
間
の
学
び
を
通
し
て
、

各
教
科
の
繋
が
り
が
理
解
で
き
、

授
業
が
楽
し
み
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
将
来
は
知
識
、技
術
を
高
め
て
、

自
分
の
治
療
院
を
持
て
る
よ
う
に

努
力
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

柔
整
科
Ⅱ
部
三
年
　佐
藤
綾
矢

　
入
学
後
、

ク
ラ
ス
で

女
性
が
私

一
人
と
知

り
、
男
子

校
に
迷
い

込
ん
だ
よ

う
な
気
分

で
し
た
。

　
し
か
し
、

同
じ
目
標
を
持
っ
た
仲
間
と
共
に

過
ご
し
て
い
く
と
、
久
し
振
り
の

学
生
生
活
は
と
て
も
充
実
し
た

日
々
と
な
り
ま
し
た
。
私
の
夢
は

実
家
の
接
骨
院
を
継
ぎ
、
地
域
の

人
々
か
ら
信
頼
さ
れ
る
柔
整
師
に

な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

も
っ
と
努
力
を
し
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

『
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
て
』

柔
道
整
復
科
Ⅰ
部 

加
茂
凌
太

　
私
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由
は
、
柔

道
整
復
師
と
し
て
様
々
な
現
場
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
と
対
面
し

お
話
を
伺
い
た
い
、
そ
し
て
そ
の

現
場
に
足
を
運
び
、
授
業
で
は
得

ら
れ
な
い
も
の
を
学
び
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

見
学
先
は
整
形
外
科
、
ト
レ
ー

ナ
ー
、
超
音
波
を
重
点
に
お
い
て

い
る
接
骨
院
、
機
能
訓
練
指
導
を

行
っ
て
い
る
介
護
施
設
等
か
ら
自

分
が
興
味
の
あ
る
見
学
先
を
選
択

で
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
治

療
院
や
施
設
に
一
人
で
行
き
、
始

め
て
対
面
す
る
施
術
者
の
先
生
方

と
話
し
、
ま
た
患
者
と
触
れ
合
う

こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
体
験
を
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
人
に
対
し
て
の
仕
事
を
し
て
い

く
意
識
が
更
に
高
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
臨
床
で
の
知
識
の
未
熟
さ

も
痛
感
し
、
学
習
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
あ
が
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

得
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
自
分
の

成
長
の
糧
に
し
て
い
き
ま
す
。

『
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を終

え
て
』

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
三
年

神
成
華
江

　
私
は
高
校
卒
業
後
す
ぐ
に
専
門

学
校
に
入
学
し
た
為
、
今
ま
で
社

会
経
験
が
な
く
、
ア
ル
バ
イ
ト
も

飲
食
店
で
の
接
客
経
験
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
実
際
に
資
格
取

得
後
に
進
む
で
あ
ろ
う
業
種
の
職

場
（
臨
床
）
に
触
れ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
と
い
う
機
会
を
利
用
し
て
将
来

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
少
し
で
も
明
確
に

出
来
た
ら
と
思
い
、
参
加
を
決
め

ま
し
た
。

　

私
が
見
学
さ
せ
て
頂
い
た
の

は
、
整
形
外
科
・
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー

ジ
治
療
院
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
治

療
院
を
併
設
し
さ
ら
に
漢
方
薬
局

ま
た
は
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
行
っ

て
い
る
事
業
所
で
す
。

　
ど
の
先
生
方
も
確
固
た
る
信
念

を
持
ち
、
患
者
さ
ん
と
向
き
合
っ

て
い
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
や
利
用

者
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
う
と
、「
こ

こ
に
か
か
っ
て
（
来
て
）
良
か
っ

た
」
と
皆
さ
ん
が
お
話
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
学
生
の
私
に

何
度
も
「
こ
こ
の
先
生
方
は
凄
い

の
、
よ
く
見
て
学
ん
で
い
っ
て
頂

戴
」と
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。
一
ヶ

所
一
ヶ
所
の
見
学
は
短
い
時
間
で

し
た
が
、
患
者
さ
ん
か
ら
先
生
方

へ
の
厚
い
信
頼
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

治
療
に
つ
い
て
も
、
行
く
先
々

で
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
の
見
方
・

考
え
・
方
法
が
異
な
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、「
目
の
前
に
い
る

人
を
良
く
し
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
は
変
わ
ら
ず
、
患
者
さ
ん
や
利

用
者
さ
ん
と
真
摯
に
向
き
合
っ
て

い
く
こ
と
で
信
頼
が
得
ら
れ
る
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
た
こ
と
で
、
今
後
ど
の
よ
う

な
治
療
家
に
な
り
た
い
か
考
え
、

思
い
描
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
校
卒
業
後
、
臨
床
の
現
場
に
携

わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、
患
者
さ
ん

に
対
し
て
誠
実
で
い
る
と
い
う
気

持
ち
は
忘
れ
ず
に
持
ち
続
け
た
い

で
す
。

近
況
報
告（
平
成
29
年
２
月
時
点
）

在
校
生
コ
メ
ン
ト

【
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ実

施
報
告
】

鍼
灸
科
科
長
補
佐　

坂
本
辰
徳

　
今
年
で
三
年
目
を
迎
え
た
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
少
し
ず
つ
で
す

が
ご
協
力
頂
け
る
事
業
所
も
増
え

て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、

学
校
の
講
義
で
得
た
知
識
を
実
習

先
の
事
業
所
内
で
活
用
し
、
現
場

で
の
様
々
な
体
験
を
通
し
て
、
学

生
自
ら
感
じ
、
考
え
そ
の
後
の
勉

学
や
就
職
活
動
に
生
か
し
て
い
け

る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
成
二
十
八
年
三
月
に

ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
（
二
年
生
対

象
）、
八
月
に
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー

ス
（
三
年
生
対
象
）
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

柔
整
科
は
、
十
四
事
業
所
、
鍼

灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
・
鍼
灸
科
は
、

二
十
三
事
業
所
の
先
生
方
に
ご
協

力
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
は
、
患
者

様
の
お
出
迎
え
か
ら
お
見
送
り
ま

で
の
一
連
の
流
れ
を
見
学
し
、
施

術
現
場
の
雰
囲
気
を
体
験
し
ま
し

た
。
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
は
、
患

者
様
と
の
会
話
、
室
内
の
清
掃
、

治
療
の
補
助
等
、
実
際
の
業
務
に

近
い
内
容
を
体
験
し
ま
し
た
。
実

習
後
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
は
、

「
ご
高
齢
の
患
者
様
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
ど
ん
な
こ
と

を
話
す
の
か
非
常
に
勉
強
に
な
っ

た
」、「
整
形
外
科
で
や
る
ブ
ロ
ッ

ク
注
射
を
は
じ
め
て
見
さ
せ
て
頂

い
た
」、「
通
所
介
護
の
ご
利
用
者

様
と
一
緒
に
体
を
動
か
せ
た
」
等

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
平
成
三
十
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
改
正
に
向
け
て
、
臨
床
実
習

の
時
間
数
が
大
幅
に
増
加
す
る
予

定
で
す
。
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
柔
道
整
復
師
、
鍼
灸
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
、
鍼
灸
師
と
な
れ
る
よ

う
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
さ
ら
な

る
充
実
を
は
か
り
、
今
後
も
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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同
好
会
活
動
報
告

body produce& 禅
主な活動
　基礎体力の向上
活動内容　少林寺拳法による健康的な体作り

KART（マラソン同好会）
主な活動
　学校近辺のランニング。
活動内容　ランニング・ランニング後の鍼やマッサージ等の治療

柔道同好会
主な活動
　埼玉接骨師会柔道大会と全国大会に向けての練習。
活動内容
　・基礎トレーニング・柔道
　・年に数回大会に出場し入賞目指して頑張ってます。

JMC 研灸部～お灸男子 & 女子の会～
主な活動
　お灸によるセルフケアの研究及び情報発信。
活動内容
　各自で毎月足三里（男子）三陰交（女子）にお灸を行い健康増進を図る。
疾患毎に施灸部位を定め、お灸の効果を検証する。効果のあるお灸に関して積極
的に情報発信しお灸の普及に努める。

古典同好会
主な活動
　古代から近代の東西の医学について、歴史や文献に触れながら伝統医療の魅力
を再発見する。
活動内容
　古代から近代にかけての東西の医学について、歴史や文献に触れながら、伝統
医療の魅力を再発見する事を目的に古典の文献の読み解きやフィールドワークと
して実地調査等を通じて、現代の治療法や医療に対する考え方の共通点相違点を
学ぶ活動を行っている。

鍼灸研究会
主な活動
鍼灸関連技術の向上及び研究を目的とし、学年の垣根を越えて、技術向上を図る。
活動内容
・鍼灸の技術、知識の向上を目的とし、スキルアップに励む。
・学年の垣根を越えて交流し、コミュニケーション力の向上及び医療人としての
幅を広げる。

天晴れの会
主な活動
　臨床現場を想定した本格的な実技実習や校長先生の講義
活動内容
　運動器疾患に対する徒手検査法や臨床で遭遇する外傷の処置を実践することを
目的としている。具体的な内容としては「前十字靱帯損傷で行うラックマンテス
トの実際」「膝蓋骨骨折に対する固定」「プライトンの使用方法」など多岐にわたっ
て行っている。

山岳同好会
主な活動
　登山中の応急処置について学び安全な登山活動を目的とする。
　清掃登山を心がけ環境保全活動を行う。
活動内容
　・近郊のハイキング、登山
　・夏合宿・日本百名山登山　焼岳登山及び上高地にてキャンプ
　・ゲレンデクライミング

フットサル同好会
主な活動
　公共施設にてフットサルを行う。在籍学科、学年、性別を問わず在校生
より会員を募り、スポーツを通じて親睦を深める。
活動内容
　年に 4~5回学校近くのフットサルコートまたは体育館を借りて、柔整科、
鍼灸科、教員で仲良く楽しく活動しています。
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編
集
後
記

　
先
日
に
は
春
一
番
が
吹
い
た

も
の
の
ま
だ
ま
だ
寒
さ
を
残

す
二
月
の
末
日
、
編
集
を
終
え

こ
の
文
章
を
執
筆
し
て
お
り
ま

す
。
本
紙
が
皆
様
の
お
手
元
に

届
く
頃
に
は
春
の
暖
か
さ
が
感

じ
ら
れ
る
陽
気
に
な
っ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
本
会
報
紙
も
今
回
で
第
四
号

と
な
り
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
次
第
に
紙
面
も
賑
わ
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
特
に
、
多
く
の
反
響

を
頂
い
て
お
り
ま
す
卒
業
生
取

材
を
大
き
く
取
り
扱
い
ま
し
た

が
、
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。

　
ま
だ
ま
だ
皆
様
の
お
声
を
載

せ
切
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、

今
後
一
層
の
紙
面
の
充
実
を
目

指
し
、
会
員
の
皆
様
に
有
意
義

な
情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う

努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
温
か
い
目
で

お
つ
き
あ
い
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、『
く

れ
た
け
』
の
発
刊
に
あ
た
り
ま

し
て
、
多
く
の
会
員
・
関
係
者

の
皆
様
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た

こ
と
、
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

事
務　
柳
田
明
彦

発行所　呉竹医療専門学校　呉 竹 会
〒 330-0854
埼玉県さいたま市大宮区桜木町 1-185-1
電話：048-658-0001　FAX：048-658-0005
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中野清治、佐藤大介、畠山博式、山口嘉、武井良之、
権田良則、柳田明彦

平成 27年度　事業報告
月　日 摘　　要 内　　容

平成 27 年

4 月 2 日 入学式出席 福島会長

会員名簿作成 新規会員 164 名、総会員数 1,091 名

定期総会・同窓会のお知らせ 570 通

4 月 26 日 理事会の開催・会計監査
平成 27 年度理事の選任

平成 27 年度事業計画

5月 17 日 定期総会・同窓会実行委員会 定期総会実施要項の確認

6月 7 日 定期総会の開催
平成 26 年度事業報告・会計報告

平成 27 年度事業計画・予算

第 3回同窓会の開催
定期総会卒業生 23 名、在校生 11 名

同窓会卒業生 101 名、在校生 11 名参加

8月 4 日 全国柔道整復学校協会柔道大会 大会用柔道着寄贈、壮行会の開催 s

10 月 16 日 呉竹医学会協賛（大宮校開催） 福島会長、抄録の印刷

10 月 18 日 呉竹祭の開催
来場者 313 名、ｸﾗｽｲﾍﾞﾝﾄ 20 ｸﾗｽ

ﾁｬﾘﾃｨ - 募金 41,202 円　鍼灸体験

理事会の開催 会報の発刊、公開講座の実施について

11 月 8 日 公開講座の開催（1回目）
『中医鍼灸・弁証論治をやってみよう』

講師　河原保裕　参加人数 53 名

12 月 6 日 公開講座の開催（2回目）
『病気にならない体作り』

講師　竹井真澄　参加人数 68 名

平成 28 年

1 月 17 日 公開講座の開催（3回目）
『体表解剖のﾗﾝﾄﾞﾏｰｸからの刺鍼』

講師　長嶺芳文　参加人数 58 名

理事会の開催

2月 7日 公開講座の開催（4回目）
『理学療法機器の作用機序と適応』

講師　伊藤超短波（株）参加人数 55 名

会報の発行

定期総会・同窓会のお知らせ

3月 16 日 卒業式出席 福島会長、呉竹会長賞表彰（記念品贈呈 9名）

3 月 26 日 理事会の開催
平成 28 年度理事の選任

平成 28 年度事業計画・定期総会実施要項

平成 27年度　決算報告書
（平成27年 4月 1日～平成 28年 3月 31日）

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

費　目 予算 決算 増減 備　考

1. 前期繰越金額 20,399,071 20,399,071 0

2．会費 4,920,000 4,920,000 0 新入会 187 人

3．預金利息 4,000 4,355 -355

収入合計 26,323,071 26,323,426 -355

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

費　目 予算 決算 増減 備　考

1． 運営費 720,000 463,826 256,174

(1) 消耗品費 50,000 0 50,000

(2) 通信費 200,000 115,581 84,419 会報郵送費他

(3) 印刷費 300,000 285,681 14,319 会報印刷費 2,000 部

(4) 交通費 50,000 62,564 -12,564 会議等交通費

(5) 会議費 100,000 0 100,000

(6) 雑費 20,000 0 20,000

2． 活動費 4,280,000 3,210,343 1､069,657

(1) 総会費 700,000 550,900 149,100 ﾊﾟｰﾃｨ費用含む

(2) 呉竹祭費 1,200,000 1,019,256 180,744

(3) 学校行事協賛金 600,000 243,738 356,262 柔道大会

(4) 表彰費 150,000 71,928 78,072 呉竹会賞記念品

(5) 慶弔費 100,000 20,000 80,000

(6) 学術研究費 350,000 253,609 96,391 医学会抄録負担金

(7) 同好会補助費 180,000 180,000 0 9 同好会

(8) 図書等寄贈費 1,000,000 870,912 129,088

次期繰越金　 21,323,071 22,649,257 -1,326,186

支出合計 26,323,071 26,323,426 -355

鍼
灸
科
教
員　
福
本
彩
季

　　
平
成
二
十
八
年
四
月
に
入
職
致

し
ま
し
た
福
本
彩
季
で
す
。
入
職

し
て
ま
だ
日
は
浅
い
で
す
が
、
職

員
の
方
々
、
そ
し
て
、
学
生
さ
ん

も
皆
さ
ん
素
敵
な
方
々
で
こ
の
呉

竹
医
療
専
門
学
校
で
働
け
る
こ
と

が
大
変
嬉
し
く
、
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
だ
ま
だ
右

も
左
も
分
か
ら
な
い
状
態
で
、
皆

様
に
は
た
く
さ
ん
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
が
、

一
日
も
早
く
仕
事
を
覚
え
ら
れ
る

よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

事
務
員　
千
葉
美
里

　

呉
竹
会
の
皆
さ
ま
初
め
ま
し

て
。
平
成
二
十
八
年
四
月
か
ら
事

務
で
勤
務
し
て
い
ま
す
千
葉
美
里

で
す
。

　
前
職
で
は
保
育
士
を
し
て
い
ま

し
た
。
人
間
形
成
の
基
礎
と
な
る

幼
児
期
に
関
わ
り
、
私
自
身
が
大

切
に
し
て
き
た
こ
と
と
、
呉
竹
学

園
の
「
知
識
や
技
術
の
修
得
に
重

ね
合
わ
せ
て
人
間
教
育
に
も
力
を

注
い
で
い
る
」
と
い
う
言
葉
に
共

感
を
抱
き
、
ご
縁
が
あ
り
呉
竹
医

療
専
門
学
校
で
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
事
務
の
仕
事

は
未
経
験
の
た
め
至
ら
な
い
こ
と

も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
鋭
意

努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
す
。

　
私
は
姉
妹
校
で
あ
る
東
京
校
を

卒
業
し
、
そ
の
後
も
東
京
校
附
属

施
術
所
で
の
研
修
、
更
に
は
ご
縁

を
い
た
だ
き
大
宮
校
で
の
職
員
と

な
り
、
生
粋
の
呉
竹
っ
子
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
私
で
す
の
で
、
退

職
を
す
る
こ
と
に
と
て
も
寂
し
く

感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
あ
の
頃
と

同
じ
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
を
持

ち
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
目
指

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
呉
竹
学

園
、
在
校
生
や
卒
業
生
の
皆
さ
ま
、

教
職
員
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
七
年

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

着
任
挨
拶事

務
長　
権
田
良
則

　
平
成
二
十
八
年
四
月
に
事
務
長

に
着
任
致
し
ま
し
た
。
遅
ま
き
な

が
ら
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

呉
竹
会
の
皆
様
に
は
、
図
書
の

寄
贈
、
公
開
講
座
や
同
窓
会
の
開

催
、
そ
の
他
学
校
行
事
へ
の
ご
協

力
な
ど
、
日
頃
よ
り
多
大
な
る
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
活
動
を
通
じ
て
、
卒
業
生
と
在

校
生
の
繋
が
り
が
強
化
さ
れ
ま
す

と
と
も
に
、
職
業
人
と
し
て
の
価

値
観
や
人
生
観
を
共
有
で
き
る
生

涯
の
友
を
見
つ
ら
れ
ま
す
よ
う
に

願
い
な
が
ら
、
お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
学
校
で
は
よ
り
よ
い
職
場
を
在

校
生
に
紹
介
す
る
こ
と
を
使
命
と

し
て
お
り
ま
す
。
学
校
窓
口
や
同

窓
会
等
で
皆
様
に
お
会
い
し
ま
し

た
際
に
は
、
近
況
も
含
め
て
職
場

の
お
話
し
を
伺
え
ま
し
た
ら
幸
い

で
す
。

異
動
挨
拶事

務
長　
柏
崎　
勝　

　
大
宮
校
の
開
校
に
向
け
て
平
成

十
五
年
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
開

校
に
向
け
た
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
平
成
二
十
一
年
に
開
校
並

び
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
院
の
日
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
喜
び
は
忘
れ

得
な
い
大
き
な
思
い
出
で
す
。
経

験
の
な
い
仕
事
の
毎
日
で
し
た

が
、
事
務
長
と
し
て
仕
事
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
七
年
間
は
楽
し
い

毎
日
で
し
た
。
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
教
職
員
は
じ
め
学
生
の
皆
さ

ん
に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
現
在
は
新
設
さ
れ
た
法
人
事
務

局
で
新
た
な
仕
事
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生

も
第
四
コ
ー
ナ
ー
を
す
で
に
回
っ

て
い
ま
す
が
、
転
ば
な
い
で
全
力

を
出
し
切
っ
て
ゴ
ー
ル
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
開
校
時
に
目
指

し
た
地
域
一
番
校
の
目
標
を
忘
れ

ず
に
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

鍼
灸
科
教
員　
藤
田 

晶
子

　
平
成
二
十
七
年
度
末
日
を
も
ち

ま
し
て
、
本
校
附
属
施
術
所
を
退

職
致
し
ま
し
た
藤
田
晶
子
で
す
。

　
本
校
で
は
開
校
時
よ
り
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
開
校
前

は
、
附
属
施
術
所
の
ベ
ッ
ド
や
机
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
中
に
も
何
も
な

く
、
真
新
し
い
に
お
い
の
中
で
新

鮮
で
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
を
抱

い
て
い
た
こ
と
を
今
も
思
い
出
し


